
■
ぬ
く
森
の
イ
ス
贈
呈

　

町
で
は
、
平

成
二
十
七
年
度

中
に
町
内
で
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
に
対
し
、
京

丹
波
ぬ
く
森
の

イ
ス
の
贈
呈
を

ス
タ
ー
ト
。三
月

二
十
二
日
に
は
、、瑞
穂
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
１
回
目
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

　

ぬ
く
森
の
イ
ス
は
、町
内
産
の
ヒ

ノ
キ
を
使
用
し
、町
民
の
皆
さ
ん
な

ど
多
く
の
人
の
手
で
制
作
さ
れ
た
も

の
で
、今
年
度
生
ま
れ
た
子
ど
も
に

贈
呈
す
る
も
の
と
し
て
約
八
十
脚
を

制
作
。こ
の
日
は
、寺て

ら

尾お

豊と
よ

爾じ

町
長
か

ら
乳
児
後
期
健
診
に
訪
れ
た
六
人

の
赤
ち
ゃ
ん
に
イ
ス
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。受
け
取
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

早
速
興
味
津
々
な
様
子
で
イ
ス
に
手

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
イ
ス
を
受
け
取
っ
た
谷た

に

口ぐ
ち

凛
和

ち
ゃ
ん（
本
庄
）の
母
友ゆ

香か

さ
ん
は

「
と
て
も
う
れ
し
い
。大
事
に
し
て
大

き
く
な
っ
て
も
使
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ぬ
く
森
の
イ
ス
は
、今
後
、順
次
贈

呈
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ち
の
た
か
ら
に
贈
る

ま ■
卒
業
式
・
卒
園
式

　

町
内
の
小
中
学
校
・
保
育
所
・
幼
稚

園
の
卒
業
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
ら
は
、卒
業
証
書
な
ど
を
手

に
、通
い
続
け
た
校
舎
を
後
に
し
ま

し
た
。

町
内
五
小
学
校
で
は
三
月
二
十
三

日
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、百
十
八
人

が
六
年
間
の
小
学
校
生
活
を
終
え
、

義
務
教
育
最
後
の
三
年
間
と
な
る
中

学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、

二
十
五
人
が
卒
業
し
た
和
知
小
学
校

で
は
、野の

口ぐ
ち

博ひ
ろ

之ゆ
き

校
長
が
卒
業
生
に
対

し
て
卒
業
証
書
を
手
渡
し
た
後
、「
皆

さ
ん
が
受
け
取
っ
た
卒
業
証
書
に
は
、

六
年
間
の
頑
張
り
と
家
族
の
愛
情
、地

域
の
皆
さ
ん
の
ぬ
く
も
り
が
こ
も
っ
て

い
ま
す
。和
知
小
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸

に
し
っ
か
り
は
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」と

卒
業
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
町
内
の
中
学
校
で
は
、三

月
十
一
日
に
百
十
八
人
が
義
務
教
育

九
年
間
の
課
程
を
修
了
し
た
ほ
か
、

三
月
十
八
日
に
は
須
知
幼
稚
園
で
二

十
二
人
、三
月
二
十
五
日
に
は
三
保

育
所
で
六
十
三
人
が
、小
学
校
入
学

に
向
け
巣
立
ち
ま
し
た
。

た
な
道
へ
進
む

新

卒業証書を受け取る卒業生（蒲生野中・蒲生）

卒業式で慣れ親しんだ校歌を歌う卒業生（和知小・本庄）

卒園の歌を歌う卒園児（みずほ保育所・和田）
 

編
集
後
記

京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす
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このたびの人事異動により総務課に配属となりました。広報担当と
しての4年間には、府立林業大学校の開校に始まり、友好町北海道下
川町との友好交流協定締結、畑川ダムの完成と町水道への通水開
始、瑞穂学校給食センターの完成による町内全ての小・中学校での給
食開始など、京丹波町のまちづくりが着実に進むすがたを取材させて
いただくことができました。
さらに、昨年には、京都縦貫自動車道の全線開通とともに、町の合
併10周年という節目にも立ち会わせていただくこともできました。
これらの経験とともに、多くの町民の皆さんにお会いし、取材させて
いただいたことは、何物にもかえがたいものと思っています。
本当にありがとうございました。来月号から担当する新しい編集子

につきましてもよろしくお願いします。（Ｔ）

F L A S H KYOTAMBA TOWN NEWS 2016
京丹波のまちのニュースをお届けします京丹波広

報

人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち 丹波高原文化の郷●京丹波
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地
域
と
共
に
育
ち

　
　
　
　
学
び
舎
を
巣
立
つ

予算特集

ぬく森のイスをもらう
子どもたち（瑞穂保健
福祉センター・和田）
 

ひ
よ
り
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町税
13.6%
15億6,954万円

地方交付税
43.5%
50億円1,000万円

町債
13.3%
15億2,910万円

その他（繰入金など）
10.0%
11億4,750万円

人件費
16.1%
18億5,735万円

公債費
11.9%
13億6,368万円

扶助費
6.4%
7億4,059万円

物件費
13.5%
15億5,320万円

普通建設事業費
18.8%
21億6,379万円

使用料・手数料
3.0%

3億4,487万円

その他（交付金など）
4.2%

4億8,800万円

自主財源
依存財源

その他
1.3%

1億5,053万円

繰出金
16.5%
19億244万円

歳入
115億
2,070万円

歳出
115億
2,070万円

義務的経費
その他

02

 2 【特集】予算
 8 森の京都のシンボルへ
   京都丹波高原国定公園

10 職員の配置
14 介護予防・日常生活支援総合事業がスタート
16 Dr’s Message いきいき健康術
17                              KYOTAMBA TOWN NEWS 2016

公共工事の重要性を学ぶ
―教育と土木のコラボ事業

みんなで使えるものを
―竹野小卒業制作

地域医療について語る
―地域包括医療講演会

食への思いを語る
―観光シンポジウム

生産拡大に向け協議
―「丹波くり」生産振興協議会

災害に備え訓練
―土砂災害住民避難訓練

おめでとうございます
―スポーツ賞・文化賞

新たな道へ進む
―卒業式・卒園式

まちのたからに贈る
―ぬく森のイス贈呈
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F L A S H

竹野小の平成27年度卒業生5人が、地元竹野活性化委員会の
メンバーらと卒業制作として、パン窯作りに取り組みました。

今月の表紙

平
成
二
十
八
年
度
当
初
予

算
が
三
月
の
議
会
定
例
会
で
可

決
さ
れ
、成
立
し
ま
し
た
。予
算

総
額
は
二
〇
八
億
四
、三
三
〇

万
円（
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
、

以
下
同
じ
）。内
訳
は
、一
般
会

計
が
一
一
五
億
二
、〇
七
〇
万
円
、特
別
会
計
が
九
十
三
億
二
、二
六
〇
万
円（
財
産
区
会
計
除
く
）で
す
。

一
般
会
計
は
、「
安
心
・
活
力
・
愛
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」と「
京
丹
波
町
創
生
戦
略
の
推
進
」、「
財
政

健
全
化
の
推
進
」の
三
つ
を
大
き
な
柱
と
し
て
、人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
予
算
編
成

を
行
い
、一
般
会
計
で
は
、過
去
四
番
目
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

予
算
に
は
、「
安
心
」「
活
力
」「
愛
」の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。

「
安
心
」の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
は
、町
立
医
療
機
関
を
中
心
と
し
た
地
域
医
療
体
制
の
確
保
・
充

実
を
は
じ
め
、昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
健
診
事
業
で
の「
ピ
ロ
リ
菌
検
査
」の
対
象
者
拡
大
と
十
八
歳
以
下
の

人
へ
の
医
療
費
助
成
、町
営
バ
ス
な
ど
の
地
域
公
共
交
通
な
ど
日
常
生
活
や
観
光
に
対
応
す
る
交
通
体
系
の

基
礎
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、「
活
力
」の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
事
業
と
し
て
、有
害
鳥
獣
対
策
や
長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発
生
農
場
の
映
画
ロ
ケ
地
な
ど
に
よ
る
跡
地
活
用
の
推
進
、京
都
府
が
進
め
る「
森
の
京
都
構

想
」と
連
携
し
た
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、老
朽
化
が
著
し
い
役
場
本
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
十
二
年
度
末
を
目
指
し
進
め
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
は
、「
愛
」の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、子
ど
も
た
ち
を
育
む
学
校
施
設（
町
内
五
小
学
校
）

の
各
教
室
へ
の
空
調
設
備
整
備
を
は
じ
め
、地
域
交
流
等
拠
点
と
し
て
旧
和
知
第
二
小
跡
地
に
屋
根
付
き
多

目
的
施
設
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

に
は
、町
税
な
ど
町
が
自
ら
の
力
で
収
入

で
き
る
お
金（
自
主
財
源
）と
、国
や
府
か

ら
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ
た
り

歳
入

す
る
お
金（
依
存
財
源
）が
あ
り
ま
す
。グ
ラ
フ
の
と
お
り
、自
主
財
源
は
歳
入
全
体
の
二
六
・

六
％
で
、残
り
の
七
三
・
四
％
は
国
・
府
支
出
金（
負
担
・
補
助
・
委
託
金
）や
町
債（
借
入
金
）な

ど
の
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
は
一
五
億
六
、九
五
四

万
円
を
計
上
。景
気
の
伸
び
は
、ほ
ぼ
横
ば
い
状
況
で
あ
り
、ま
た
、本
町
に
お
け
る
総
所
得
の

伸
び
や
地
価
の
状
況
に
つ
い
て
も
、依
然
と
し
て
マ
イ
ナ
ス
基
調
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
な
ど

か
ら
、大
幅
な
増
収
は
見
込
め
ず
、前
年
度
と
比
べ
一
、五
八
九
万
円
減
額
し
て
い
ま
す
。

一
方
、依
存
財
源
の
中
で
最
大
の
収
入
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
五
十
億
一
、〇
〇
〇
万
円

を
計
上
。合
併
か
ら
十
年
が
過
ぎ
、特
例
措
置
の
段
階
的
縮
減
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、前

年
度
と
比
べ
九
、〇
〇
〇
万
円
を
減
額
し
ま
し
た
。ま
た
、国
・
府
支
出
金
を
十
四
億
三
、一
六

九
万
円
、町
債
を
一
五
億
二
、九
一
〇
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
へ
の
投
資
に
向
け
て
必
要
と
な
る
投
資
的
事
業
の
実
施
の
た
め
、基
金
な
ど
か
ら
の

繰
入
金
や
交
付
税
算
入
の
高
い
有
利
な
地
方
債
を
活
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、新
規
発
行
債

を
抑
制
す
る
こ
と
で
、公
債
費
負
担
の
適
正
化
に
努
め
、引
き
続
き
財
政
健
全
化
対
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

な
お
、そ
の
ほ
か
の
歳
入
は
グ
ラ
フ
の
と
お
り
見
込
ん
で
い
ま
す

の
う
ち
、
人
件
費
や
扶
助
費
（
医
療
費
助

成
な
ど
の
経
費
）、
公
債
費
（
町
債
の
返

済
金
）
は
「
義
務
的
経
費
」
と
い
わ
れ
、

歳
出

支
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、こ
の
義
務
的
経
費
が
歳
出
全
体
の
約
三
四
・

三
％
（
対
前
年
比
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
減
。
グ
ラ
フ
参
照
）
と
な
り
、
一
億
七
五
〇
万
円
減

少
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、依
然
と
し
て
町
の
財
政
は
硬
直
化
し
た
状
況
に
あ
り
ま
す
。

項
目
別
に
見
る
と
、
人
件
費
は
十
八
億
五
、
七
三
五
万
円
を
計
上
し
、
前
年
度
に
比
べ

て
一
、
三
四
九
万
円
の
増
額
。
今
後
と
も
特
別
職
給
与
や
管
理
職
手
当
の
減
額
、
時
間
外

勤
務
手
当
の
抑
制
、
職
員
の
定
員
適
正
化
な
ど
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

公
債
費
に
つ
い
て
は
十
三
億
六
、
三
六
八
万
円
（
元
金
十
二
億
八
八
一
万
円
、
利
子

一
億
五
、四
八
七
万
円
）を
計
上
。
引
き
続
き
地
方
債
残
高
の
抑
制
に
努
め
る
と
と
も
に
、

交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
有
利
な
地
方
債
の
活
用
な
ど
財
政
健
全
化
に
向
け
た
対
策
を
講

じ
ま
す
。

ま
た
、
物
件
費
は
、
事
務
経
費
や
光
熱
水
費
な
ど
の
縮
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

実
施
事
業
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
八
、
七
〇
〇
万
円
の
増
額
を
見
込
ん

で
い
ま
す
。

な
お
、
事
業
内
容
の
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

国庫・府支出金
12.4%
14億3,169万円

補助費など
15.5%
17億8,912万円

歳入
一般会計

歳出
［性質別］

一般会計

予
算

【特集】
平成28年度
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歳  出

歳出
115億
2,070万円

総務費
15.2%

民生費
21.0%

衛生費
14.3%

農林
水産業費
12.4%

公債費
11.8%

教育費
8.4%

商工費
1.6%

土木費
10.7%

消防費
3.5%

その他
0.2%

議会費
0.9%

 

    

予算［特集］ 平成28年度

議会費 9,874万円
議会運営に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,874万円
（議員報酬や職員給与など含む）

総務費 17億4,768万円
■新新ふるさと応援寄付金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,305万円
その他一般管理に関する経費・・・・・・・・・・・・ 4億7,484万円
（区長会運営や電子入札、職員研修、職員給与など）
広報京丹波（おしらせ版含む）の発行など・・・・・・・561万円
例規集管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 409万円
■新新庁舎整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,988万円
その他財政・会計・財産管理に関する経費・・1億340万円
（町有財産・庁舎管理、基金積立事業など）
総合計画等策定事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・734万円
森の京都推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,116万円

その他総合企画に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・992万円
支所の管理に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1億6,595万円
（支所管理、職員給与など）
公平委員会事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6万円
街灯設置補助金・防犯協会負担金など・・・・・・・・・・373万円
グリーンランドみずほ管理運営事業・・・・・・・・・・2,093万円
駅を守る会事業（和知駅振興委託料など）・・・1,227万円
町営バス運行事業特別会計繰出金・・・・・・・・・・・7,346万円
町営バス利用促進助成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 216万円
交通対策に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,168万円
（交通安全啓発や交通指導員活動、放置車両対策など）
自治振興補助金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60万円
地域おこし協力隊設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・653万円
地域交流等拠点整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億444万円
若者定住促進宅地購入補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・500万円
協働のまちづくり・地域支援事業など・・・・・・・・・2,292万円
ホームページ・行政情報システムの運用管理・・4,750万円
友好町交流推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・140万円
国際交流推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 334万円
人権啓発・男女共同参画推進など・・・・・・・・・・・・・・・ 964万円
森林（もり）の文化創造事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・246万円
地域資源活用推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億9,640万円
京都地方税機構負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1,407万円
税務に関する経費（職員給与など含む）・・・・・・9,412万円
戸籍住民基本台帳管理に関する経費・・・・・・・・3,158万円
（職員給与など含む）
選挙管理委員会・選挙啓発事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・69万円
参議院議員通常選挙執行事業・・・・・・・・・・・・・・・・1,606万円
各種統計調査に関する経費（経済センサスなど）・・81万円
監査委員会事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・60万円

民生費 24億1,551万円
国民健康保険特別会計（事業勘定）繰出金・・1億7,605万円
地域福祉計画策定事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・329万円
■新見守りネットワーク事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・390万円
■新年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業・・1,179万円
■新簡素な給付措置給付金給付事業・・・・・・・・・・・2,377万円
社会福祉総務に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・2億8,752万円
（民生児童委員活動事業や職員給与など）
和知高齢者コミュニティセンター管理運営委託・・80万円
共同作業所入所訓練事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,392万円
重度心身障害老人健康管理事業・・・・・・・・・・・・・2,912万円

心身障害者医療事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,003万円
自立支援医療給付事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,371万円
障害者自立支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3億5,883万円
地域生活支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,813万円
その他障害者福祉に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・823万円
老人医療事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,358万円
シルバー人材センター事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・703万円
介護保険特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4億284万円
在宅高齢者等生活支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,554万円
府後期高齢者医療広域連合事務事業・・・・2億8,957万円
地域包括ケアシステム推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・85万円
介護予防安心住まい推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・80万円
その他老人福祉に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・938万円
国民年金事務に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・86万円
すこやか子育て医療費助成事業・・・・・・・・・・・・・・2,104万円
京都子育て支援医療助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・676万円
すこやか子育て祝金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・800万円
児童手当支給事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億6,413万円
■新高校生等医療費助成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・363万円
障害児通所給付費等事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,124万円
その他子育て支援に関する経費・・・・・・・・・・・・・・2,461万円
母子父子家庭医療事業など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,059万円
子育て支援センター事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・315万円
保育所の運営管理（職員給与など含む）・・・3億3,273万円
災害見舞金支給事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10万円

衛生費 16億5,016万円
保健衛生総務費（職員給与など）・・・・・・・・・・1億1,761万円
母子保健・健康増進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,295万円
特定健康診査等事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,819万円
後期高齢者健康診査事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・822万円
その他保健事業に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・4,760万円
予防接種事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,863万円
合併浄化槽設置整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・543万円
下水道事業特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5,502万円
（浄化槽市町村整備推進事業）
新エネルギー導入促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・361万円
その他環境衛生に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・1,511万円
南丹病院組合負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,643万円
京丹波町病院事業運営補助金・・・・・・・・・・・・3億3,740万円
医師確保奨学金・医療等審議会事業など・・・・・・・563万円
保健センター管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,891万円

ごみ処理対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・246万円
船井郡衛生管理組合に関する経費・・・・・・・2億9,735万円
水道事業特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億3,960万円

農林水産業費 14億2,463万円
農業委員会の運営など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,272万円
農業総務費（職員の給与など）・・・・・・・・・・・・・・・・・6,538万円
中山間地域等直接支払事業・・・・・・・・・・・・・・・1億1,199万円
水田農業構造改革対策助成事業・・・・・・・・・・・・・2,716万円
農業公社運営補助・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,730万円
多面的機能支払交付金事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9,859万円
京都・丹波食彩の工房管理運営・・・・・・・・・・・・・・・・・ 960万円
瑞穂マスターズ施設管理運営委託・・・・・・・・・・・・・・・142万円
有害鳥獣対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,405万円
後継者育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・467万円
京力農場プラン事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・944万円
明日のむら人移住促進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・570万円
■新明日の「京都村」づくり事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100万円
その他農業振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・8,497万円
畜産競争力強化整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,815万円
鳥インフルエンザ発生農場跡地活用事業・・・7,058万円
畜産振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・935万円
農地保全事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,212万円
下水道事業特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・2億2,432万円
（農業集落排水事業）
土地改良施設維持管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,000万円
その他農地保全などに関する経費・・・・・・・・・・・・2,254万円
山村開発センターの管理運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・807万円
情報センターの管理運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億6,370万円
（職員給与など含む）
新山村振興等農林漁業特別対策事業・・・・・・・・・・・・・・4万円
林業総務費（職員給与など）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,839万円
公有林整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2,733万円
森林整備地域活動支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・243万円
森林管理道開設事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8,713万円
（和知地区坂原―西河内）
木のぬくもり活用推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・563万円
■新要適正管理森林等災害予防事業・・・・・・・・・・・・・・・70万円
その他林業振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・4,482万円
林業センターの管理運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・366万円
内水面漁業振興対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・170万円

現在の京丹波町役場。平成32年度末までの建設を目指します（蒲生）

一般
会計 ―目的別―

【一般会計】主な使いみち̶ 115115億円億円をこう使うをこう使う
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会計別一覧
較比度年前度年本名計会

一般会計
特別会計・企業会計
　国民健康保険事業
　後期高齢者医療
　介護保険事業（事業勘定）
　介護保険事業（サービス事業勘定）
　 介護保険事業（老人保健施設サービス勘定）
　水道事業
　下水道事業
　町営バス運行事業
　土地取得
　育英資金給付事業
　国保京丹波町病院事業

  

予算［特集］ 平成28年度
115億円をこう使う【一般会計】主な使いみち

 

※1万円未満を四捨五入しているため、合計金額が合わない場合があ
ります。
※新規事業には■新をつけています。

商工費 1億8,262万円
商工総務費（職員給与など）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4,746万円
企業誘致対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・684万円
■新起業・新産業育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・150万円
■新買い物弱者対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・515万円
商工業振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,239万円
（消費生活行政や融資保証料補給事業など）
質志鐘乳洞公園の管理運営・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,124万円
特産館「和」、わち山野草の森管理運営委託・・2,300万円
農林業体験公園管理委託・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120万円
ウッディパルわち管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 130万円
京丹波味夢の里管理運営事業・・・・・・・・・・・・・・・・1,730万円
■新京丹波まるごと交流型観光推進事業・・・・・・1,869万円
その他観光振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・1,655万円

土木費 12億3,193万円
土木総務費（職員給与など含む）・・・・・・・・・・・・・・9,068万円
道路台帳整備事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・232万円
交通安全施設設置事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・550万円
道路橋りょうの維持管理など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6,224万円
道路新設改良事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7億4,084万円
河川維持管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3,290万円
ダム関連対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・656万円
都市・国土利用計画に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・16万円
都市公園施設管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・616万円
下水道事業特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・・・・2億5,185万円
（公共下水道事業）
町営住宅維持管理事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,839万円
木造住宅耐震診断・改修事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・235万円
住宅改修補助金交付事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・800万円
地域再建被災者住宅等支援補助金交付事業・・100万円
■新地域住宅計画事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・300万円

消防費 4億708万円
京都中部広域消防組合負担金・・・・・・・・・・・・2億7,271万円
消防団活動運営事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・7,755万円
消防施設の維持管理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,171万円
■新操法訓練大会事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・473万円
消防施設整備事業（防火水槽設置など）・・・・・1,798万円
その他消防防災に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・197万円
防災事業（防災備蓄備品購入など）・・・・・・・・・・・・・・498万円
防災行政無線維持管理事業（同報系・移動系）・800万円
自主防災組織育成事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・100万円
公民館等集会所耐震化事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・510万円
災害対策に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・135万円

教育費 9億7,335万円
教育委員活動事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・120万円
学童保育事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,415万円
■新京都府トレセン等を活用した体力・競技力向上事業 69万円
教育委員会事務局一般経費・・・・・・・・・・・・・  1億5,622万円
（職員給与や学校指導主事設置など）
育英資金給付事業特別会計繰出金・・・・・・・・・・・・・264万円
小学校の管理に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・3億3,911万円
（職員給与など含む）
小学校学習支援教員等配置事業・・・・・・・・・・・・・1,555万円
その他小学校教育振興に関する経費・・・・・・・・・2,823万円
中学校の管理に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,125万円
（職員給与など）
■新中学校・須知高校連携研究事業・・・・・・・・・・・・・・・・23万円
中学校教育振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・7,166万円
（中学生国際交流、スクールバス運行など）
幼稚園の管理運営に関する経費・・・・・・・・・・・・・・6,773万円
（職員給与など含む）
■新京丹波「森のまなび」推進事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・34万円
社会教育振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1,494万円
（社会教育団体育成や成人式開催など）
公民館管理運営、図書館活動など・・・・・・・・・・・・・4,145万円
文化財保護に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  392万円
社会体育振興に関する経費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・870万円
（生涯スポーツ振興や体育団体育成など）
体育施設の維持管理に関する経費・・・・・・・・・・・1,628万円
学校給食事業（職員給与など含む）・・・・・・1億3,906万円

平成28年度予算について審議する平成28年3月議会の予算特別委員会
（役場議場・蒲生）
 

国
民
健
康
保
険
事
業

歳
入
の
う
ち
、自
主
財
源
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
税
は

三
億
三
、一
〇
七
万
円
。主
な
歳
出
は
、保
険
給
付
費
に
十
四

億
四
、七
四
九
万
円
、後
期
高
齢
者
支
援
金
に
二
億
二
、九

七
九
万
円
、特
定
健
診
な
ど
の
保
健
事
業
費
に
三
、九
二
一

万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
運
営
す
る
京
都
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
の
算
定
に
基
づ
く
保
険
料
を
徴
収

し
、納
付
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

歳
入
の
う
ち
、自
主
財
源
で
あ
る
保
険
料
は
一
億
三
、七

〇
一
万
円
。主
な
歳
出
は
、同
広
域
連
合
へ
の
納
付
金
に
二

億
一
、一
九
〇
万
円
、人
間
ド
ッ
ク
助
成
事
業
に
一
三
七
万

円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
事
業

事
業
勘
定
の
歳
入
の
う
ち
、自
主
財
源
で
あ
る
保
険
料

は
四
億
一
、〇
五
九
万
円
。主
な
歳
出
は
、保
険
給
付
費
に

二
一
億
二
、一
〇
九
万
円
、地
域
支
援
事
業
費
に
五
、四
〇

四
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
で
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
拠
点
に
介
護
予
防
支
援
事
業
を
推
進
す
る
た
め
の

予
算
を
計
上
し
、老
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
勘
定
で
は
和
知
診

療
所
二
階
に
設
置
し
て
い
る
老
健
施
設
の
運
営
や
入
所
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
を
行
う
予
算
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

水
道
事
業

　

歳
入
の
う
ち
、使
用
料
は
四
億
九
、九
六
五
万
円
。主
な

歳
出
は
、上
水
道
事
業
に
四
億
一
、一
三
三
万
円
、簡
易
水

道
事
業
に
二
億
二
、二
〇
五
万
円
、公
債
費
の
償
還
に
六

億
七
、八
九
四
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、統
合
簡
易
水
道
整
備
事
業
は
、丹
波
・
瑞
穂
地
区

で
九
〇
・
三
％
、和
知
地
区
で
八
四
・
五
％
の
進
ち
ょ
く（
二

十
七
年
度
末
）を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

下
水
道
事
業

歳
入
の
う
ち
、使
用
料
は
二
億
五
、五
九
九
万
円
。主
な

歳
出
は
、農
業
集
落
排
水
費
に
一
億
二
、三
七
一
万
円
、公

共
下
水
道
費
に
一
億
三
、六
八
五
万
円
、浄
化
槽
市
町
村

整
備
推
進
施
設
費
に
一
億
五
八
四
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。町

営
バ
ス
運
行
事
業

児
童
・
生
徒
の
通
学
や
町
民
の
交
通
手
段
確
保
の
た
め

の
町
営
バ
ス
運
行
に
要
す
る
費
用
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

土
地
取
得

基
金
の
運
用
に
よ
る
利
子
分
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

育
英
資
金
給
付
事
業

育
英
資
金
の
目
的
に
基
づ
い
た
給
付
金
の
支
給
経
費
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

国
保
京
丹
波
町
病
院
事
業

　

京
丹
波
町
病
院
、質
美
診
療
所
、和
知
診
療
所
、和
知
歯

科
診
療
所
の
経
費
を
一
括
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

収
益
的
収
入
で
は
、入
院
や
外
来
な
ど
の
医
業
収
益
と

し
て
、京
丹
波
町
病
院
に
八
億
六
、三
五
〇
万
円
、和
知
診

療
所
に
一
億
二
、二
六
〇
万
円
、和
知
歯
科
診
療
所
に
七
、

七
四
〇
万
円
を
計
上
。一
方
、収
益
的
支
出
に
お
け
る
医
業

費
用
と
し
て
、全
体
で
九
億
九
、八
八
二
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

※

い
ず
れ
も
一
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
。

115億2,070万円
93億2,260万円
23億2,060万円
2億1,778万円
22億681万円

655万円
1億7,287万円
18億3,120万円
9億5,270万円
9,891万円
17万円
530万円

15億973万円
※各会計の金額は、1万円未満を四捨五入しているため、合計額とは合いません。

116億400万円
87億9,416万円
22億5,900万円
2億2,325万円
22億20万円
694万円

1億7,710万円
16億2,000万円
9億5,700万円
1億1,573万円

20万円
470万円

12億3,004万円

△8,330万円
5億2,844万円
6,160万円
△547万円
661万円
△39万円
△423万円

2億1,120万円
△430万円
△1,682万円
△3万円
60万円

2億7,969万円

特別会計当初予算の概要

06
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森
の
京
都
の
シ
ン
ボ
ル
へ

本
町
を
含
む
京
都
市
、綾
部
市
、

南
丹
市
に
ま
た
が
る
広
大
な
区
域
が
、

三
月
二
十
五
日
、全
国
で
五
十
七
番

目
の
国
定
公
園「
京
都
丹
波
高
原
国

定
公
園
」に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
府
と
関
係
市
町
で
は
、三
月

二
十
六
日
、南
丹
市
美
山
文
化
ホ
ー

ル（
南
丹
市
美
山
町
）で
新
規
指
定
記

念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、山や

ま

田だ

啓け
い

二じ

京
都
府
知

事
を
は
じ
め
、環
境
省
や
京
都
府
、関

係
市
町
か
ら
約
二
百
人
が
参
加
。本

町
か
ら
は
、寺て

ら

尾お

豊と
よ

爾じ

町
長
や
議
会

代
表
、林
業
関
係
者
、地
元
区
長
な

ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

式
典
で
山
田
知
事
は
、こ
の
国
定

公
園
に
つ
い
て「
原
生
的
な
自
然
林
が

広
が
る
芦
生
研
究
林
は
も
と
よ
り
、

日
本
の
原
風
景
と
も
い
え
る
素
晴
ら

し
い
里
地
里
山
の
景
観
、都
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
形
成
さ
れ
た
食
文
化
や

歴
史
な
ど
が
息
づ
く
こ
の
地
域
は
、

人
々
の
営
み
と
自
然
が
共
生
す
る
全

国
的
に
も
ユ
ニ
ー
ク
な
公
園
。（
今
回

の
指
定
は
、）今
後
こ
の
環
境
を
ど
の

よ
う
に
保
全
・
活
用
し
、引
き
継
い
で

い
く
の
か
を
考
え
る
上
で
新
た
な
ス

タ
ー
ト
地
点
と
な
る
」と
式
辞
に
を

述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、国
定
公
園
を
含
む「
森
の

京
都
エ
リ
ア
」は
、素
晴
ら
し
い
自
然

に
あ
ふ
れ
、温
か
い
人
々
に
支
え
ら
れ

た
魅
力
あ
る
地
域
と
し
、「
こ
の
魅
力

が
さ
ら
に
磨
か
れ
、一
層
光
り
輝
く
よ

う
、環
境
保
全
と
観
光
振
興
の
調
和

を
う
ま
く
図
り
な
が
ら
、交
流
・
定
住

対
策
な
ど
総
合
的
な
取
組
み
を
進
め

た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、式
典
で
は
、国
定
公
園
指
定

を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
の
除
幕
式
が
、南
丹
市
美
山
支

所
前
で
行
わ
れ
、山
田
知
事
や
寺
尾

町
長
ら
の
手
に
よ
っ
て
、北
山
杉
の
間

伐
材
な
ど
で
作
ら
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン

ト
の
幕
が
取
り
除
か
れ
ま
し
た
。

今
回
、指
定
さ
れ
た「
京
都
丹
波
高

原
国
定
公
園
」。こ
の
公
園
は
、本
町
を

は
じ
め
、京
都
市
、綾
部
市
、南
丹
市
に

位
置
す
る
六
万
八
、八
五
一
ha
と
い
う

広
大
な
国
定
公
園
で
す
。

公
園
内
の
由
良
川
と
桂
川
の
上
中
流

地
域
は
、原
生
的
な
自
然
が
今
も
残
り
、

希
少
な
動
植
物
の
生
息
地
で
も
あ
り
ま

す
。ま
た
、自
然
と
の
つ
な
が
り
の
中
で

培
わ
れ
て
き
た
か
や
ぶ
き
屋
根
の
民
家

が
多
数
残
る
集
落
な
ど
、世
代
を
越
え

受
け
継
が
れ
て
き
た
歴
史
に
ふ
れ
る
こ

と
が
で
き
る
地
域
で
す
。

さ
ら
に
、京
都
の
市
街
地
に
近
接
し

て
お
り
、公
園
内
を
京
の
都
と
日
本
海

を
つ
な
ぐ
多
く
の
街
道
が
走
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、自
然
と
文
化
が
融
合
し
た
全

国
的
に
も
珍
し
い
国
定
公
園
で
す
。

本
町
で
は
、国
定
公
園
に
長
老
ヶ
岳

周
辺
の
仏
主
と
上
乙
見
地
内
の
山
林
な

ど
六
八
八
ha
が「
京
丹
波
エ
リ
ア
」と
し

て
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の「
京
丹
波
エ
リ
ア
」で
は
、長
老

ヶ
岳
と
一
体
と
な
っ
た
森
林
景
観
が
見

ら
れ
ま
す
。近
畿
自
然
歩
道
な
ど
自

然
景
観
や
歴
史
文
化
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
ル
ー
ト
も
設
定
さ
れ
て
お

り
、長
老
山
森
林
公
園
は
、長
老
ヶ
岳

登
山
の
拠
点
の
ひ
と
つ
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

公
園
内
は
、第
一
種
か
ら
第
三
種
特

別
地
域
と
普
通
地
域
の
四
つ
の
区
分
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
京
丹
波

エ
リ
ア
」は
、現
在
の
景
観
を
極
力
維
持

す
る
必
要
の
あ
る
第
一
種
特
別
地
域
と

し
て
長
老
ヶ
岳
山
頂
周
辺
が
指
定
さ
れ
、

残
り
の
地
域
は
通
常
の
農
林
業
な
ど
が

原
則
容
認
さ
れ
る
第
三
種
地
域
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

仏主地内にある「七色の木」
 

長老ヶ岳山頂からの眺望。豊かな自然の中に集落が点在しています

山頂へと続く登山道。長老ヶ岳には
高山植物も自生しています

京
都
丹
波
高
原

国
定
公
園

式辞を述べる山田知事
寺尾町長も主催者として参列 

各市町議員の代表などが参加
 

主催者らによって除幕されたモニュメント

京
都
丹
波
高
原
国
定
公
園

に
つ
い
て
知
ろ
う

「
森
の
京
都
博
」を
開
催

京
都
府
で
は
、昨
年
度
か
ら「
も
う
ひ
と
つ
の
京
都
」

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
府
内
を「
海
の
京
都
」「
森
の
京

都
」「
お
茶
の
京
都
」と
い
う
三
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、さ

ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
町
が
位
置
す
る「
森
の
京
都
」エ
リ
ア
で
は
、今
年
、

十
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
育
樹
祭
を
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト

と
し
た「
森
の
京
都
博
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

町
内
で
も
関
連
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。森

の
息
吹
を
感
じ
に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

 

森
の
京
都
博
開
催
イ
ベ
ン
ト（
京
丹
波
町
分
）

丹
波
ち
び
っ
こ
ま
つ
り

開
催
日
　
五
月
五
日

場
　
所
　
丹
波
自
然
運
動
公
園

京
丹
波
森
の
ぶ
る
ぶ

開
催
日
　
五
月
五
日

場
　
所
　
須
知
高
校
学
校
林「
ウ
ィ
ー
ド
の
森
」

黒
豆
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

開
催
日
　
五
月
二
十
九
日

場
　
所
　
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ
　

あ
っ
ぱ
れ
た
ん
ぼ
田
植
え
イ
ベ
ン
ト

開
催
日
　
五
月
二
十
九
日

場
　
所
　
丹
波
自
然
運
動
公
園
付
近

※

掲
載
イ
ベ
ン
ト
は
一
例
で
す
。こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
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職員の配置

  

　　　　　　　　

京丹波町役場本庁
京丹波町蒲生八ツ谷62番地6

代表☎82－0200

議会事務局　 ☎82－3805
●調査研究、渉外、定例会、臨時会、
委員会など、
●議会一般、議案、監査委員など

【事務局長】堂本光浩
【課長補佐】西野菜保子
【庶務係長】（西野菜保子）

山口知哉

【参事】伴田邦雄（総務福祉担当）
 山田洋之（事業担当）

総務課 ☎82－3800
●総務一般、法規、行政運営、選挙
（選挙管理委員会）、
●公用車運行管理など
●人事、秘書、任免、給与、研修、福利
厚生、職員団体、公平委員会など
●財務一般、予算・決算（一般会計）、
起債町有財産の管理など
●消防・防災、防犯、住民安全など

【課長】中尾達也
【課長補佐】原澤　洋
【総務係長】小林篤史
【人事秘書係長】山内善史
【人事秘書係主任】松下由美
【財政係長】上原康宏

井口理恵・川勝千裕・岡本みずき・
野口尊正・渕上菜央

■危機管理室
【室長】北村和正
【主任】正田智久

隅田和樹

■新庁舎建設室
【主任】中村昭夫

大秦　学

監理課 ☎82－3811
●入札資格、審査および決定、指名
委員会、入札執行、工事請負・業
務委託および物品などの契約、そ
の他契約業務全般など
●建設事業等監視委員会、公共事
業再評価委員会、土木・建築工事
などの検査・指導、その他公共事
業の適正執行など

【課長】木南哲也　　
【総務契約係長】（木南哲也）
【指導検査係長】竹村　洋

井上慎也

企画政策課 ☎82－3801
●企画、陳情・請願など、
●広報、広聴、統計、交流事業など、
●地域づくり、住民自治、町政要望など
●交通一般、町営バス、交通安全など
●地域資源活用

【課長】久木寿一
【主幹】石﨑宣彦（林野庁から派遣）
【課長補佐】小谷誠之・田中晋雄
【企画係長】（田中晋雄）
【交通対策係長】（小谷誠之）
【広報広聴係長】（小谷誠之）

片山晴子・徳島一輝（新規採用）
伊林賢二（北海道下川町から派遣）・
伊東拓馬（北海道下川町へ派遣）

■地域支援室
【室長】堀　友輔
【主任】（田中晋雄）

■地域資源活用推進室
【室長】（堀　友輔）

税務課 ☎82－3802
●税務一般、住民税、固定資産税、軽
自動車税、たばこ税、特別土地保有
税、固定資産評価審査委員会など
●納税、滞納整理など

【課長】松山征義
【課長補佐】石田美穂・中井伸幸
【賦課係長】大西孝治
【徴収係長】長谷川真
【主任】島　文子（地方税機構へ派
遣）・石田武史（地方税機構へ派遣）

福本ゑみ子・千田　司（新規採用）
中澤紘士（地方税機構へ派遣）

住民課 ☎82－3803
●住民、戸籍、住民基本台帳、印鑑登
録、公的個人認証、災害救助、行旅
死病人、児童手当など、
●国民健康保険、後期高齢者医療、
福祉医療、国民年金など、
●環境衛生、船井郡衛生管理組合、
環境保全、埋火葬墓地など
●人権一般、住民相談、消費生活など

【課長】長澤　誠
【課長補佐】山田和志
【戸籍住民係長】吉田敦美
【戸籍住民係主任】藤井知宝
【保険年金係長】山内明宏
【環境推進係長】山本桂市
【人権推進係長】谷口玲子

堀　孝子・金江美和・豊嶋裕美・
正田志帆・松浦由香・瀬戸亜弓・
田中博典（船井郡衛生管理組合へ派遣）

農林振興課 ☎82－3808
●経済、農業、林業、畜産業、農業委員
会など、
●農林業土木一般、農道、ため池、か
んがい排水、林道、治山、農林災害
復旧など

【課長】栗林英治
【課長補佐】片山　健
【農林振興係長】橋本賢二

【農林振興係主任】宇野浩史・
小山　潤・吉田　聡
【農林事業係長】井上晴之
【農林事業係主任】荻野雅則

森田　亮・坂本憲吾・辻　裕・
下村邦喜（林野庁へ派遣）

農業委員会事務局
【事務局長】増谷隆男
【事務局主任】山内智美
　
　（森田　亮）

商工観光課 ☎82－3809
●商工業、観光、鉱業、労働行政など
●企業の立地推進、町有地などの利
活用など

【課長】山森英二
【課長補佐】原澤　恒
【商工観光係長】（原澤　恒）
【企業立地推進係長】山下　稔

木上祐輔・
西村紗矢香（経済産業省へ派遣）

土木建築課 ☎82－3806
●土木管理、建設、用地買収、国土利
用計画、都市計画など
●土木一般、入札、道路・橋りょう、土
木災害復旧など
●建築、町営住宅など
●ダム、ダム周辺整備、公園緑地、河
川・砂防など

【課長】山内和浩
【課長補佐】保田志信・藤井雅文
【管理係長】山内敏史
【土木係長】秋山卓弘
【建築係長】小松聖人

井上和宏・奥田康平・奥野武志・
片山義章・門　大輔

会計室 ☎82－3804
●出納、指定金融機関、資金、物品会
計など

【会計管理者】下伊豆かおり
【室長】中野竜二

4月1日付け、人事異動を行い、職員の配置は次のとおりになりました。
（嘱託職員など除く、敬称略）

【出納係長】上西貴幸

大森しおり

中央公民館
京丹波町蒲生野口38番地

　
教育委員会社会教育課丹波分室
 ☎82－0988
●丹波地域の社会教育、人権教育、社会
体育、文化財、文化芸術、図書室など

　

松谷洋二

瑞穂保健福祉センター
京丹波町和田田中6番地1

保健福祉課  　☎86－1800
●保健一般、健診、伝染病予防その他
疾病、保健指導など
●福祉一般、救護養護、保護、高齢者福
祉、障害者福祉、母子・児童福祉など

●介護保険一般、介護保険給付、介
護認定、介護保険料など

【課長】大西義弘
【課長補佐】山鳥　強・井上祐子・
上原美智子・永海貴子・岡本明美・
豊嶋浩史
【健康推進係長】藤田むつみ
【健康推進係主任】堀　道枝
【福祉係長】芦谷真由美
【介護保険係長】（岡本明美）
【包括支援センター主任】島田恵子

西村明美・片山　哲・坂本美佳子・
髙見謙佑・山口紗也香・一瀬紳司

【栄養士】上林小百合

【保健師】
西村美智子・保田智子・中川早苗・
保ヶ部直子・蓮見純子・中　淑子・
三田杏奈

京丹波町情報センター
京丹波町和田田中15番地1

企画政策課情報推進室
 ☎88－5000
●情報化、情報化施策の企画推進、情
報センターの管理など

【室長】保田利和
【主任】野々口慶司・田畑昭彦・
西村公貴

太田周人・野口雄祐・村山裕信

国保京丹波町病院
京丹波町和田大下28番地

医療政策課 ☎86－0220
●病院・診療所・介護療養型老人保
健施設、総合医療政策、南丹病院
組合など

【課長】藤田正則
【課長補佐】中川　豊
【医療係長】村山英紀

国保京丹波町病院
 ☎86－0220
●外来診療、入院診療、居宅介護支
援、訪問看護、訪問リハビリ、地域
連携など

【院長】前田武昌
【副院長】垣田秀治
【事務長】（藤田正則）
【看護師長（総括）】平田千春
【看護師長】林　真紀
【診療部長】（垣田秀治）
【外科部長】（庄林　智）
【事務長補佐】（中川　豊）
【看護主任（副師長）】小川和代
【事務主任】水間和美
【看護主任】大西正美・西山由里・
片山比佐子・田路利恵
【理学療法士主任】森本勝則

【内科医師】福井勇人（新規採用）
【事務員】片山利枝
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健康管理センター
京丹波町須知鍋倉１番地１

子育て支援課　☎82－1394
●子育て支援・保育所など

【課長】津田知美
【課長補佐】樹山敬子
【支援係長】並河直樹

荒木美由紀

【作業療法士】石原詩子

保健福祉課丹波地域保健福祉室　 
 ☎82－1800
●丹波地域の健康増進、福祉および
介護保険など（詳細は保健福祉課を参照）

【室長】上西睦美

小池由加里

畑川浄水場
京丹波町下山クラベシ41番地

水道課 ☎83－9105
●上水道、簡易水道など
●公共下水道、集落排水、合併処理
浄化槽など

【課長】十倉隆英
【課長補佐】八木敏和・堀内浩二

【上水道係長（事業担当）】山下　徹
【上水道係長（庶務担当）】高屋敦彦
【上水道係主任（庶務担当）】西山直人
【下水道係長（事業担当）】岩崎勝也
【下水道係長（庶務担当）】野間　隆

吉田和晃・西山宏明・
片山加奈・小崎亮太

瑞穂支所
京丹波町橋爪桧山49番地

瑞穂支所 代表☎86－0150
●総務一般、戸籍住民一般、税務一
般、土木一般、農林一般、商工観
光一般など

【支所長】山内善博
【支所長補佐】上林太志
【主任】塩田　誠・梅原千里

今川奈未・桐村杏菜・
岡本　淳（地域支援担当）・
伴田裕章（地域支援担当）・
輕尾圭造（危機管理担当）

教育委員会社会教育課瑞穂分室
 ☎86－1150
●瑞穂地域の社会教育、人権教育、
社会体育、文化財、文化芸術、図書
室など

（川野雅夫）

和知支所
京丹波町本庄ウエ16番地

和知支所 代表☎84－0200
●総務一般、戸籍住民一般、税務一
般、土木一般、農林一般、商工観光
一般など

【支所長】榎川　諭
【支所長補佐】永武幸子
【主任】四方晴美・村田弘之

山西博美・村山奈央・
藤田健吾（新規採用）
山内秀文（地域支援担当）・
出野文隆（危機管理担当）

教育委員会
京丹波町本庄ウエ16番地

   

教育委員会　☎84－0028
●教育一般、教育施設、教職員人
事、幼稚園など、情報教育、放課後
児童健全育成など
●学校教育、学校保健など
●社会教育、人権教育、社会体育など
●文化財、文化芸術、図書室など

【次長（参事）】川嶌勇人

■学校教育課

【課長】（川嶌勇人）
【課長補佐】竹内　健・徳島康善
【総務係長】（徳島康善）
【学校教育係長】原田結城

四方妃佐子・山本美子・
細野江梨子

■認定こども園建設推進室

【室長】（徳島康善）
【主任】山内圭司

■社会教育課

【課長】山根美智代
 （兼B＆G海洋センター所長）
【課長補佐】木下浩昭
【文化財係長】（木下浩昭）
【社会教育係長】小原直也

原澤美和・山下　泰・久保元真一・
川野雅夫

和知診療所
京丹波町本庄今福5番地

和知診療所（介護療養型老人保健施設）  
 ☎84－1112 
●外来診療、訪問看護、訪問リハビリなど
●長期入所、短期入所など

【所長】庄林　智
【事務長】一谷　寛
【看護師長】石田由美子
【事務主任】十倉克也
【看護主任】伏原幸子・貞守京子
【理学療法士（主任）】大田有次

友金輝幸

【看護師】
大西初美・中村幸子・竹内秀子・
小寺恵美・野村厚子・滝波美由紀
【介護支援専門員】安藝俊郎

和知歯科診療所
京丹波町本庄今福11番地3

和知歯科診療所 ☎84－1154
●外来診療、訪問診療など

【所長】舟木　健
【事務長】（一谷　寛）
【事務長補佐】山口秀子
【歯科医師】三浦博人
【歯科衛生士】片山昭子

学校・保育園など

上豊田保育所     ☎82－2056
●乳幼児保育、子育て支援センター
など

【所長】真野照美
【主任】湊　玲奈・山内里佳子
【保育士など】
森　こず枝・越川憲子・加藤亜希子・
谷　麻美・中西靖浩・伴田絵理・
小森由佳梨・山内　咲・
西村紗楽（新規採用）
小西愛紀（養護教諭）・
野口朝美（管理栄養士）

■下山分園　☎83－0004
【園長】（真野照美）
【主任】（山内里佳子）
【保育士】田畑美穂

みずほ保育所    ☎86－0574
●乳幼児保育、子育て支援センター
など

【所長】野村雅浩
【所長補佐】北村恵里子
【主任】細見ルミ
【保育士】
久保元恵子・蒲生沙奈美・松村春成・
鳥羽敬子・西川早紀（新規採用）

わちエンジェル   ☎84－1920
●乳幼児保育、子育て支援センター
など

【所長】東　直美
【主任】下村秀美
【保育士】
野口加代里・小室由紀・大秦優子・
梅原彰子・三嶋夏波

須知幼稚園 ☎82－0151
●幼児教育など

【園長】西村喜代美
【教頭】浦井美紀
【主任】小林和子・堀　敬之
【教諭など】
新庄美和子・池田直未・
越浦宏美（養護教諭）

小中学校

●学校用務など
【蒲生野中学校】和田　隆

給食センター
●町内小・中学校の給食調理など

【センター長】（竹内　健）
【瑞穂給食センター】小林富美子

職員の配置

【看護師】
白波瀬小百合・上田ひとみ・
山田加奈恵・大西好美・新宮さちよ・
谷掛郁代・竹内美弥・能勢真由美・
谷口紀久恵・稲元左希子・中村育美・
村上永里子・吉田恵理子・北村友美・
山本真紀・高屋里美・猪田満枝・田中
美由紀・梶本由美子・井尻友美・
橋本樹里
【診療放射線技師】山内敏行・
津村泰宏（新規採用）
【薬剤師】熊谷　明
【理学療法士】井爪直美・伊藤正幸
【管理栄養士】藤ノ井公代

保健福祉課和知地域保健福祉室　 
 ☎84－0049
●和知地域の健康増進、福祉および
介護保険など（詳細は保健福祉課を参照）

【室長】光枝三千代

谷口いづみ

中
尾
裕
之

（
教
育
委
員
会
事
務
局
教
育
次
長
兼
学
校
教

育
課
長
）

谷
口　

誠（
会
計
管
理
者
）

仲
村　

司

（
国
保
京
丹
波
町
病
院
和
知
診
療
所
副
所
長

兼
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設
副
施
設
長
）

上
林
潤
子

（
教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
学
校
教

育
係
主
任
）

⻆
谷
慶
人

（
国
保
京
丹
波
町
病
院
内
科
医
師
）

諫
本
慶
春

（
国
保
京
丹
波
町
病
院
和
知
診
療
所
診
療
放

射
線
技
師
兼
介
護
療
養
型
老
人
保
健
施
設

診
療
放
射
線
技
師
）

水
口
さ
き
子

（
教
育
委
員
会
事
務
局
丹
波
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
員
）

澁
井
章
子（
み
ず
ほ
保
育
所
保
育
士
）

退職職員

3月31日付
敬称略。（　）は前職
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介護予防・日常生活支援総合事業がスタート

図2  利用の流れ
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。そ
の

た
め
に
は
、地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え

る
仕
組
み
を
作
っ
て
い
く
と
と
も
に
、高

齢
者
の
皆
さ
ん
に
も
自
ら
の
能
力
を
最

大
限
に
生
か
し
て
、で
き
る
だ
け
要
介
護

状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
大
切
と
な
り
ま
す
。

こ
の
高
齢
者
を
支
え
る
仕
組
み
と
し

て
、介
護
保
険
制
度
に「
介
護
予
防
・
日

常
生
活
支
援
総
合
事
業
」（
以
下「
総
合

事
業
」。）が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
事
業
は
、六
十
五
歳
以
上
の
全

て
の
人
を
対
象
と
し
た
介
護
予
防
事
業

で
す
。介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な

く
て
も
、一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
合
わ
せ

た
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
介
護
保
険
の
要
支

援
１
ま
た
は
２
の
認
定
を
受
け
て
い
る

人
を
対
象
と
し
た
訪
問
介
護（
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
）と
通
所
介
護（
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
）は
、総
合
事
業
の
介
護
予
防

事
業
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
位
置
づ

け
、町
の
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

本
町
で
は
、こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き

た
事
業
を
継
承
し
な
が
ら
、利
用
者
の

ニ
ー
ズ
や
状
況
に
応
じ
て
、段
階
的
に

開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

総
合
事
業
の
利
用
対
象
者

●
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
該
当
者（
基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト（※

）に
よ
り
生

活
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
、対
象
者

と
判
断
さ
れ
る
人
）

●
総
合
事
業
開
始
後
に
新
規
で
要
支

援
認
定
を
受
け
る
人

●
総
合
事
業
開
始
後
に
更
新
に
よ
り

要
支
援
認
定
を
受
け
る
人

※
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」と
は

国
が
定
め
る
、運
動
機
能
や
栄
養
状
態
な
ど

を
確
認
す
る
た
め
の
質
問
票
で
す
。町
の
保
健
師

な
ど
が
、二
十
五
項
目
に
わ
た
る
身
体
状
況
な

ど
に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す
。

総
合
事
業
は
段
階
的
に
開
始

【
第
一
段
階
】

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
八
日
〜

こ
れ
ま
で
、六
十
五
歳
以
上
の
人
を
対

象
に
実
施
し
て
き
た
介
護
予
防
事
業
を

総
合
事
業
に
移
行
し
ま
し
た
。（
図
１
）

介
護
予
防
事
業
の
う
ち
、基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト（※

）に
該
当
さ
れ
た
人
が
対
象

と
な
る
二
次
予
防
事
業
の
通
所
型
介
護

予
防
事
業（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）

は
、「
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
」と
し
て
総
合

事
業
に
移
行
し
ま
し
た
。

【
第
二
段
階
】

平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
〜

要
支
援
１
と
２
の
人
を
対
象
と
す
る

訪
問
介
護
と
通
所
介
護
は
、「
現
行
相

当
サ
ー
ビ
ス
」と
し
て
総
合
事
業
に
移

行
し
ま
し
た
。現
在
の
認
定
期
間
が
満

了
し
、認
定
の
更
新
結
果
が
要
支
援
１

ま
た
は
２
に
該
当
さ
れ
た
場
合
は
順

次
、総
合
事
業
に
移
行
と
な
り
ま
す
。現

在
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
は
、引
き
続

き
利
用
で
き
ま
す
。

総
合
事
業
の
目
指
す
も
の

①
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

介
護
予
防
の
推
進

こ
れ
ま
で
、介
護
予
防
事
業
を
利
用

し
て
い
る
人
が
、要
支
援
認
定
を
受
け

た
場
合
、そ
れ
ま
で
利
用
し
て
い
た
介

護
予
防
事
業
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。総
合
事
業
を
開
始
す
る
こ
と
で
、要

支
援
認
定
を
受
け
た
人
も
、介
護
予
防

事
業
を
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
、ま
た
、介
護
予
防
事
業
利
用
者
が
、

要
支
援
認
定
を
受
け
て
介
護
予
防
給
付

の
住
宅
改
修
な
ど
を
利
用
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。

②
社
会
参
加
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
介
護
予
防
の
促
進

　

自
分
ら
し
く
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
に
は
、一
人
ひ
と
り
が
健
康
保
持
に

努
め
る
と
と
も
に
、地
域
や
家
庭
の
中

で
何
ら
か
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
生
活

す
る
こ
と
が「
介
護
予
防
」に
も
つ
な
が

り
ま
す
。地
域
の
誰
も
が
参
加
で
き
る
、

身
近
な
場
所
で
の「
体
操
教
室
」や「
サ

ロ
ン
」な
ど
、町
民
の
皆
さ
ん
の
主
体
的

な
介
護
予
防
活
動
の
立
ち
上
げ
や
運
営

に
つ
い
て
幅
広
く
応
援
し
ま
す
。

③
多
様
な
主
体
に
よ
る
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
の
創
設

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
公
的
な

サ
ー
ビ
ス
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、高
齢
者
を

含
め
た
幅
広
い
世
代
の
地
域
の
皆
さ
ん

や
民
間
企
業
、各
種
団
体
な
ど
の
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
支
援
し
な
が
ら
、多
く

の
支
え
手
に
よ
る
生
活
支
援
体
制
の
仕

組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

総
合
事
業
を
利
用
す
る
に
は

心
身
機
能
の
低
下
な
ど
日
常
生
活
で

困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
き
は
、町
保
健
福

祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

心
身
や
生
活
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、基

本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
確
認
で
、

サ
ー
ビ
ス
や
支
援
を
受
け
た
り
地
域
の

つ
ど
い
の
場
に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
図
２
）

総
合
事
業
の
実
施
の
背
景

　

総
合
事
業
が
創
設
さ
れ
た
背
景
に

は
、全
国
的
な
少
子
高
齢
化
の
進
行
に

伴
い
、支
え
手
と
な
る
若
年
層
人
口
が

減
少
傾
向
と
な
る
な
ど
、現
在
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
維
持
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
現
状
が
あ
り

ま
す
。そ
の
よ
う
な
中
、高
齢
者
の
皆
さ

ん
が
い
き
い
き
と
豊
か
な
生
活
が
送
れ

る
よ
う
、多
様
な
支
援
の
あ
り
方
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
伴
う

ニ
ー
ズ
の
多
様
化

　

要
介
護
認
定
者
数
は
、平
成
十
二
年

度
の
介
護
保
険
制
度
開
始
以
降
、増
加

し
続
け
て
い
ま
す
。一
般
的
に
七
十
五

歳
以
上
の
高
齢
期
の
到
達
と
と
も
に
、

介
護
や
医
療
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

 

今
後
も
、一
人
暮
ら
し
や
夫
婦
の
み
の

高
齢
者
世
帯
の
増
加
に
伴
い
、さ
ら
に

高
齢
者
の
日
常
生
活
支
援
の
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

②
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴

う
担
い
手
の
不
足

　

少
子
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、高
齢

者
人
口
が
増
加
す
る
一
方
、生
産
年
齢

人
口（
十
五
歳
〜
六
十
四
歳
）は
今
後

も
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。 

　

こ
れ
に
伴
い
、ヘ
ル
パ
ー
な
ど
専
門
的

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
が
不
足
す
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。ま
た
、労
働
人
口
の

減
少
に
伴
う
税
収
の
低
下
も
想
定
さ

れ
、保
険
料
と
公
費
で
賄
っ
て
い
る
介
護

保
険
制
度
の
維
持
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

図1   サービスの種類



京
丹
波
町
病
院
で
は
、毎
週
木
曜
日
の
午
後
一
時
か
ら
三

時
ま
で
小
児
科
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
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■
竹
野
小
卒
業
制
作

　

平
成
二
十
七
年
度
に
竹
野
小
を
卒

業
し
た
児
童
五
人
と
竹
野
地
区
の
住

民
ら
が
、三
月
十
八
日
と
十
九
日
に

卒
業
制
作
と
し
て
パ
ン
窯
作
り
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、卒
業
の
記
念
に
制
作

す
る
も
の
を
検
討
し
て
い
た
際
に
、

同
地
区
で
活
動
す
る
竹
野
活
性
化

委
員
会（
中な

か

西に
し

和か
ず

之ゆ
き

代
表
）か
ら
学

校
の
活
動
や
地
域
と
の
活
動
で
活

用
で
き
る
パ
ン
窯
制
作
の
提
案
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

 

三
月
十
八
日
の
作
業
で
は
、生
徒
ら

が
、作
業
に
慣
れ
た
住
民
な
ど
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、ひ
と
つ
ず
つ
レ
ン

ガ
を
積
み
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
一
人
、中な

か

村む
ら

颯そ
う

真ま

君
は

「
在
校
生
や
地
域
の
み
ん
な
に
楽
し

く
使
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

ん
な
で
使
え
る
も
の
を

み

地域住民とパン窯を作る卒業生（竹野小・大朴）

■
教
育
と
土
木
の
コ
ラ
ボ
事
業

　

瑞
穂
小
学
校
で
三
月
四
日
、公
共

土
木
工
事
に
つ
い
て
学
ぶ「
教
育
と
土

木
の
コ
ラ
ボ
事
業
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。同
校
の
六
年
生
が
、道
路
な
ど
に

架
か
る
橋
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、小
学
生
に
公
共
施

設
の
役
割
や
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
府

南
丹
土
木
事
務
所
が
行
っ
て
い
る
も

の
で
す
。

児
童
ら
は
、府
南
丹
土
木
事
務
所

企
画
調
整
室
の
塩し

お

見み

寛ひ
ろ

之ゆ
き

室
長
ら
か

ら
橋
の
構
造
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た

後
、中
台
地
内
で
行
わ
れ
て
い
る
一
般

府
道
桧
山
須
知
線
天
下
橋
歩
道
橋

新
設
工
事
を
見
学
し
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、一
部
の
児
童
の
通
学
路

と
な
る
歩
道
橋
が
架
け
ら
れ
る
様
子

を
見
学
し
ま
し
た
。

今
回
見
学
し
た
歩
道
橋
は
、こ
の

日
ま
で
に
児
童
ら
で
名
称
を
検
討
。

「
瑞み

ず

穂ほ

煌き
ら

美み

安あ
ん

橋ば
し

」と
名
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

共
工
事
の
重
要
性
を
学
ぶ

公

歩道橋新設工事を見学する児童（中台）
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■
地
域
包
括
医
療
講
演
会

　

和
知
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
三
月

十
二
日
、地
域
包
括
医
療
講
演
会
を

開
催
。町
民
な
ど
約
三
百
五
十
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
は
、医
療
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
機
会
と
し
て

作
っ
て
い
る
も
の
で
、福
井
県
お
お

い
町
に
あ
る
国
保
名
田
庄
診
療
所

の
所
長
を
務
め
る
中な

か

村む
ら

伸し
ん

一い
ち

先
生

が
、こ
れ
ま
で
二
十
年
間
に
渡
っ
て
同

診
療
所
で
取
り
組
ん
で
き
た
在
宅
医

療
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

中
村
先
生
は
、自
ら
が
か
か
わ
っ
た

末
期
が
ん
の
患
者
な
ど
が
、最
期
を

迎
え
る
ま
で
に
取
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

選
択
に
寄
り
添
っ
た
事
例
な
ど
を
紹

介
。そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て「
医
学
・

医
療
に
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
あ
る
が
、

人
生
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
な
い
。だ
か

ら
寄
り
添
っ
て
い
る
」と
、自
ら
の
考

え
を
語
り
ま
し
た
。

域
医
療
に
つ
い
て
語
る

地

春
に
な
り
、外
に
出
る
機
会
が
増
え
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

体
を
動
か
す
こ
と
は
、肥
満
予
防
、糖
尿
病
予
防
な
ど
あ

ら
ゆ
る
生
活
習
慣
病
予
防
に
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、実
は
認
知
症
の
予
防
効
果
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
、脳
に
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
や
タ
ウ
タ
ン
パ
ク
質
が

蓄
積
す
る
こ
と
に
よ
り
発
症
し
ま
す
が
、そ
れ
ら
の
タ
ン
パ

ク
質
は
、二
十
〜
三
十
年
を
か
け
て
徐
々
に
蓄
積
し
、七
十

歳
ご
ろ
に
な
っ
て
認
知
症
と
し
て
発
症
し
ま
す
。で
す
か
ら
、

そ
れ
ら
が
蓄
積
を
始
め
る
四
十
歳
ご
ろ
か
ら
の
認
知
症
予

防
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

運
動
を
す
る
こ
と
は
、実
は
脳
に
酸
素
を
た
く
さ
ん
供
給

す
る
だ
け
で
な
く
、筋
肉
を
刺
激
し
て
体
内
の
成
長
ホ
ル
モ

ン
の
増
加
も
促
し
ま
す
。そ
の
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
、記
憶
の
中

枢
と
い
わ
れ
る
脳
の
海
馬
で
の
脳
由
来
神
経
栄
養
因
子
を

刺
激
す
る
こ
と
に
よ
り　

海
馬
で
の
ア
ミ
ロ
イ
ド
β
や
タ
ウ

タ
ン
パ
ク
の
蓄
積
を
予
防
し
て
い
く
こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、今
年
ア
メ
リ
カ
で
新
し
い
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

日
常
に
運
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
と
、あ
ま
り
運
動
し
な

い
人
た
ち
の
群
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、脳
の
委
縮
の
程
度
に

有
意
な
差
が
あ
り
、運
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
方
が
委
縮

の
程
度
が
少
な
い
、と
い
う
こ
と
で
す
。

認
知
症
は
、脳
の
委
縮
と
関
係
し
て
い
ま
す
か
ら
、こ
の
結

果
か
ら
も
運
動
す
る
こ
と
が
脳
の
委
縮
を
予
防
し
、さ
ら
に

は
認
知
症
も
予
防
す
る
、と
結
論
づ
け
て
い
ま
す
。

一
日
三
十
分
〜
一
時
間
く
ら
い
の
軽
め
の
運
動
を
週
三
回

以
上
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
効
果
的
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
運
動
し
て
体
も
頭
も
元
気
で
い
ま
し
ょ
う
」と
は
昔
か
ら

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、実
は
ち
ゃ
ん
と
科
学
的
に
も
実
証
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

さ
あ
、暖
か
な
春
の
日
差
し
の
下
、体
を
動
か
し
て
元
気
な

体
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

垣田 秀 治 先生（京丹波町病院）
内科医師

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員
が
皆
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
す
。今
回
の
担
当
は
、国
保
京
丹
波
町
病
院
の
垣
田
秀
治
副
院
長
。日
頃
か
ら
の
運
動
と
認

知
症
に
関
す
る
お
話
で
す
。

かき　 た　　 ひで　  はる患者に寄り添う医療について話す
中村先生（和知ふれあいセンター・本庄）
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■
ス
ポ
ー
ツ
賞
・
文
化
賞

　

平
成
二
十
七
年
度
に
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
で
活
躍
し
た
個
人
・
団
体
や

こ
れ
ま
で
に
各
分
野
の
振
興
に
貢
献
し

た
個
人
・
団
体
を
表
彰
す
る
京
丹
波
町

ス
ポ
ー
ツ
賞
と
文
化
賞
の
表
彰
式
を
、

三
月
十
九
日
に
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

み
ず
ほ
で
行
い
ま
し
た
。

　

授
賞
式
で
は
、家
族
や
関
係
者
が
見

守
る
中
、受
賞
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で

す
。（
敬
称
略
。か
っ
こ
内
は
、受
賞
当
時

の
所
属
な
ど
）

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】

■
特
別
栄
誉
賞（
個
人
）

平
田
有
真（
須
知
高
／
ホ
ッ
ケ
ー
）

的
場
斐
那（
同
）

山
本
淳
貴（
蒲
生
野
中
／
ホ
ッ
ケ
ー
）

■
功
労
賞（
個
人
）

津
田
勝
二（
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
）

田
中
敏
夫（
同
）

東　

清
子（
同
）

久
保
克
敏（
蒲
生
野
中
／
ホ
ッ
ケ
ー
）

森
田
江
里（
瑞
穂
中
／
ホ
ッ
ケ
ー
）

松
村　

誠（
蒲
生
野
中
／
ホ
ッ
ケ
ー
）

野
々
村
守（
須
知
高
／
ホ
ッ
ケ
ー
）

■
優
秀
賞（
個
人
）

西　

愛
奈（
綾
部
高
／
カ
ヌ
ー
）

堀
真
由
香（
同
）

上
田
大
賀（
同
）

梅
原
佐
公（
同
）

岡
本
洋
子（
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
）

西
田
士
龍（
Ｂ
＆
Ｇ
和
知
ジ
ュ
ニ
ア
カ

ヌ
ー
ク
ラ
ブ
／
カ
ヌ
ー
）

和
田
恵
美（
同
）

西　

虹
彩（
同
）

梅
原
三
和（
同
）

堀　

奏
羽（
同
）

大
西
風
璃（
同
）

森
川
孝
誠（
京
丹
波
空
手
道
ク
ラ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
空
手
）

森
川　

葵（
同
）

森
川
拓
海（
同
）

柿
木
七
海（
同
）

徳
岡
丈
翔（
同
）

■
優
秀
賞（
団
体
）

須
知
高
等
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部（
ホ
ッ
ケ
ー
）

瑞
穂
中
学
校
ホ
ッ
ケ
ー
男
子
部（
ホ
ッ
ケ
ー
）

京
都
府
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
合
京
丹
波
支
部

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
）

■
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ゴ
ン
タ
ー
ズ
高
原
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

【
文
化
賞
】

■
文
化
賞（
個
人
）

湊　

敏（
安
来
節
保
存
会
／
安
来
節
）

石
橋　

裕（
陶
芸
）

■
文
化
功
労
賞（
個
人
）

阪
本
久
枝（
み
ず
ほ
句
歌
会
）

西
保
正
夫（
同
）

大
田
幸
作（
和
知
人
形
浄
瑠
璃
会
）

村
上　

薫（
丹
波
八
坂
太
鼓
保
存
会
）

■
文
化
功
労
賞（
団
体
）

創
作
粘
土
サ
ー
ク
ル
コ
ス
モ
ス

■
輝
き
賞（
個
人
）

磯
部
瑞
基（
下
山
小
）

上
田
夏
鈴（
園
部
高
）

辻　

海
渡（
園
部
高
附
属
中
）

吉
田
実
央（
瑞
穂
中
）

長
谷
川
天
星（
瑞
穂
中
）

椹
木
菜
月（
和
知
中
）

野
間
駿
平（
和
知
中
）

土
佐
恒
生（
瑞
穂
中
）

川
﨑
佑
梨
乃（
園
部
高
附
属
中
）

徳
岡
も
も（
丹
波
ひ
か
り
小
）

村
山
魁
政（
蒲
生
野
中
）

■
輝
き
賞（
団
体
）

須
知
高
等
学
校
農
業
ク
ラ
ブ

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お

参加者に、思いを話すパネリストら（道の駅「和」道路情報センター・坂原）
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各賞を受賞された皆さん（山村開発センターみずほ・大朴）

■
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

町
観
光
協
会（
岩
田
恵
一
会
長
）主

催
の
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
三
月
十

六
日
、道
の
駅「
和
」道
路
情
報
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、「
京
丹
波
の

食
の
魅
力
と
可
能
性
」を
テ
ー
マ
に
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、

町
内
で
特
産
品
の
生
産
や
加
工
、販

売
に
関
わ
る
五
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
に
対
す
る
思
い

な
ど
を
話
し
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
、有
限
会
社
長

老
の
代
表
取
締
役
で
あ
る
寺
井
渉
さ

ん
は
、今
年
、一
〇
〇
％
京
丹
波
町
産

の
米
を
使
っ
て
日
本
酒
を
作
っ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
。以
前
か
ら
全
て
町
内

産
の
米
を
使
っ
て
酒
を
作
り
た
い
思
い

を
持
っ
て
お
り
、地
元
の
消
防
団
活
動

を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
縁
で
実
現
し

た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。寺
井
さ
ん

は「（
品
評
会
な
ど
で
）金
賞
を
狙
う

よ
り
、京
丹
波
の
人
の
口
に
合
う
酒
を

作
り
た
い
」と
、自
身
の
酒
作
り
に
対

す
る
思
い
を
放
し
て
い
ま
し
た
。

へ
の
思
い
を
語
る

食

■
土
砂
災
害
住
民
避
難
訓
練

　

町
と
町
消
防
団
で
は
、三
月
六
日

に
水
呑
区
と
猪
鼻
区
の
住
民
を
対
象

に
土
砂
災
害
住
民
避
難
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、近
年
、全
国
的
に
発

生
し
て
い
る
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂

災
害
を
想
定
し
、有
事
の
際
の
避
難

方
法
や
情
報
伝
達
体
制
を
確
認
す
る

た
め
に
実
施
し
ま
し
た
。

住
民
ら
は
、大
雨
に
よ
る
避
難
準

備
情
報
や
避
難
勧
告
の
告
知
放
送
に

よ
り
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
各
地
区

の
公
民
館
へ
集
合
後
、避
難
所
で
あ
る

三
ノ
宮
体
育
館
へ
避
難
し
ま
し
た
。

避
難
訓
練
に
参
加
し
た
津
田
と
り
の

さ
ん（
水
呑
）は
、「
参
加
で
き
て
よ
か
っ

た
。（
災
害
に
備
え
て
）訓
練
を
し
て
も

ら
え
る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
」と

参
加
し
た
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

害
に
備
え
訓
練

災

寺尾町長から委嘱状を受け取る委員
（京丹波町役場・蒲生）

消防団員の誘導により避難する住民（三ノ宮体育館・三ノ宮）

■「
丹
波
く
り
」生
産
振
興
協
議
会

　

町
で
は
、特
産「
丹
波
く
り
」の
振

興
を
目
指
し
京
丹
波
町「
丹
波
く
り
」

生
産
振
興
協
議
会
を
設
置
。第
一
回

会
合
を
三
月
八
日
、京
丹
波
町
役
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

会
合
に
は
、委
員
と
し
て
丹
波
く
り

の
生
産
者
や
京
都
府
、Ｊ
Ａ
な
ど
か

ら
十
二
人
が
参
加
。寺て

ら

尾お

豊と
よ

爾じ

町
長

か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
後
、会

長
に
Ｊ
Ａ
京
都
丹
波
く
り
部
会
の
部

会
長
な
ど
を
務
め
る
山
内
善
継
さ
ん

（
市
場
）を
、副
会
長
に
谷
正
義
さ
ん

（
丹
波
農
園
）を
選
出
し
ま
し
た
。

事
務
局
か
ら
他
府
県
で
の
取
り
組

み
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
の
意

見
交
換
で
は
、委
員
か
ら
京
都
府
・
Ｊ

Ａ
で
も
同
時
期
に
丹
波
く
り
の
振
興

に
向
け
て
取
組
み
が
始
ま
る
こ
と
な
ど

が
報
告
。生
産
農
家
か
ら
は
、今
回
の

協
議
会
設
置
に
つ
い
て「
長
年
く
り
栽

培
に
か
か
わ
っ
て
き
た
が
、府
・
Ｊ
Ａ
、

町
が
と
も
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
初
め

て
で
は
な
い
か
。う
ま
く
進
め
ば
日
本

一
の
組
織
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
」と

期
待
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、今
後
、定
期
的
な
会

議
の
ほ
か
、栽
培
技
術
な
ど
を
広
め
る

た
め
の
広
報
紙
の
発
行
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

産
拡
大
に
向
け
協
議

生

い
わ   

た   

け
い 

い
ち

て
ら  

い 

わ
た
る

た
に  

ま
さ 

よ
し

義援金などの受付状況
東日本大震災への支援と

して取り組んでいる「義援金」
と、友好町・福島県双葉町へ
の「復興支援募金」の受付状
況をお知らせします。

  受付金額
義援金 9,607,678円

復興支援募金 7,001,497円

＊平成28年3月31日現在

わたしたちの町
人　 口

15，078（－94）
男

7，136（－42）
女

7，943（－52）
世帯数

6,372（＋4）

4月1日現在／（　）は前月比

や
ま 

う
ち  

よ
し 

つ
ぐ

つ　

 

だ

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
ふ
る
さ
と
納
税
）を
、

次
の
方
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
申
し
出
順
。掲
載
内
容
は
、寄

附
者
の
申
し
出
に
も
と
づ
く
も
の
）

鶴
野　

孝
一
さ
ん 

一
万
円

古
高　

佑
季
さ
ん 

一
万
円

片
山　

山
治
さ
ん 

十
万
円



■
ぬ
く
森
の
イ
ス
贈
呈

　

町
で
は
、
平

成
二
十
七
年
度

中
に
町
内
で
生

ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
に
対
し
、
京

丹
波
ぬ
く
森
の

イ
ス
の
贈
呈
を

ス
タ
ー
ト
。三
月

二
十
二
日
に
は
、、瑞
穂
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
１
回
目
の
贈
呈
を
行
い

ま
し
た
。

　

ぬ
く
森
の
イ
ス
は
、町
内
産
の
ヒ

ノ
キ
を
使
用
し
、町
民
の
皆
さ
ん
な

ど
多
く
の
人
の
手
で
制
作
さ
れ
た
も

の
で
、今
年
度
生
ま
れ
た
子
ど
も
に

贈
呈
す
る
も
の
と
し
て
約
八
十
脚
を

制
作
。こ
の
日
は
、寺て

ら

尾お

豊と
よ

爾じ

町
長
か

ら
乳
児
後
期
健
診
に
訪
れ
た
六
人

の
赤
ち
ゃ
ん
に
イ
ス
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。受
け
取
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、

早
速
興
味
津
々
な
様
子
で
イ
ス
に
手

を
か
け
て
い
ま
し
た
。

今
回
イ
ス
を
受
け
取
っ
た
谷た

に

口ぐ
ち

凛
和

ち
ゃ
ん（
本
庄
）の
母
友ゆ

香か

さ
ん
は

「
と
て
も
う
れ
し
い
。大
事
に
し
て
大

き
く
な
っ
て
も
使
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ぬ
く
森
の
イ
ス
は
、今
後
、順
次
贈

呈
し
て
い
く
予
定
で
す
。

ち
の
た
か
ら
に
贈
る

ま ■
卒
業
式
・
卒
園
式

　

町
内
の
小
中
学
校
・
保
育
所
・
幼
稚

園
の
卒
業
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
ら
は
、卒
業
証
書
な
ど
を
手

に
、通
い
続
け
た
校
舎
を
後
に
し
ま

し
た
。

町
内
五
小
学
校
で
は
三
月
二
十
三

日
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、百
十
八
人

が
六
年
間
の
小
学
校
生
活
を
終
え
、

義
務
教
育
最
後
の
三
年
間
と
な
る
中

学
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。こ
の
う
ち
、

二
十
五
人
が
卒
業
し
た
和
知
小
学
校

で
は
、野の

口ぐ
ち

博ひ
ろ

之ゆ
き

校
長
が
卒
業
生
に
対

し
て
卒
業
証
書
を
手
渡
し
た
後
、「
皆

さ
ん
が
受
け
取
っ
た
卒
業
証
書
に
は
、

六
年
間
の
頑
張
り
と
家
族
の
愛
情
、地

域
の
皆
さ
ん
の
ぬ
く
も
り
が
こ
も
っ
て

い
ま
す
。和
知
小
で
学
ん
だ
こ
と
を
胸

に
し
っ
か
り
は
ば
た
い
て
く
だ
さ
い
」と

卒
業
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
町
内
の
中
学
校
で
は
、三

月
十
一
日
に
百
十
八
人
が
義
務
教
育

九
年
間
の
課
程
を
修
了
し
た
ほ
か
、

三
月
十
八
日
に
は
須
知
幼
稚
園
で
二

十
二
人
、三
月
二
十
五
日
に
は
三
保

育
所
で
六
十
三
人
が
、小
学
校
入
学

に
向
け
巣
立
ち
ま
し
た
。

た
な
道
へ
進
む

新

卒業証書を受け取る卒業生（蒲生野中・蒲生）

卒業式で慣れ親しんだ校歌を歌う卒業生（和知小・本庄）

卒園の歌を歌う卒園児（みずほ保育所・和田）
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京丹波町のシンボル

【町の木】
イチョウ

【町の花】
つつじ

【町の鳥】
うぐいす
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このたびの人事異動により総務課に配属となりました。広報担当と
しての4年間には、府立林業大学校の開校に始まり、友好町北海道下
川町との友好交流協定締結、畑川ダムの完成と町水道への通水開
始、瑞穂学校給食センターの完成による町内全ての小・中学校での給
食開始など、京丹波町のまちづくりが着実に進むすがたを取材させて
いただくことができました。
さらに、昨年には、京都縦貫自動車道の全線開通とともに、町の合
併10周年という節目にも立ち会わせていただくこともできました。
これらの経験とともに、多くの町民の皆さんにお会いし、取材させて
いただいたことは、何物にもかえがたいものと思っています。
本当にありがとうございました。来月号から担当する新しい編集子

につきましてもよろしくお願いします。（Ｔ）

F L A S H KYOTAMBA TOWN NEWS 2016
京丹波のまちのニュースをお届けします京丹波広

報

人のぬくもりとふれあいが奏でる躍動のまち 丹波高原文化の郷●京丹波
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予算特集

ぬく森のイスをもらう
子どもたち（瑞穂保健
福祉センター・和田）
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